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審査委員長賞

平山　利雄  氏
（七尾市）

「閑日〔１〕」

石川県知事賞北國新聞社賞

　
　

志
賀
町
の
美
し
い
自
然
や
生
活
な
ど
を
描
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

芸
術
文
化
の
振
興
と
志
賀
町
の
再
発
見
を
願
っ
て

　
「
第
23
回
志
賀
町
を
描
く
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
る

23
回
目
を
迎
え
る
「
志
賀
町
を
描

く
美
術
展
」。
こ
の
美
術
展
は
、

絵
画
を
通
し
て
、
志
賀
町
の
美
し
い
自

然
を
は
じ
め
、風
景
、風
土
を
、美
し
く
、

力
強
く
、
魅
力
的
に
表
現
し
た
志
賀
町

の
発
見
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
美
術
展
で
は
２
２
５
点
の
作

品
が
出
品
さ
れ
、
11
月
20
日（
日
）に
行

わ
れ
た
表
彰
式
で
は
大
賞
を
は
じ
め
、

41
人
の
入
賞
者
に
賞
状
な
ど
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
11
月
20
日（
日
）か
ら
27
日（
日
）

ま
で
の
８
日
間
、
富
来
活
性
化
セ
ン

タ
ー
で
富
来
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
洋
画
や
日
本
画
な
ど
の
力
作
で

埋
め
尽
く
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
食

い
入
る
よ
う
に
作
品
を
見
つ
め
、
志
賀

町
の
普
段
目
に
す
る
風
景
と
は
違
う
魅

力
に
引
き
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

志
賀
町
を
描
く
美
術
館
長
の
山
口
繁

樹
さ
ん
は
、「
今
後
は
志
賀
町
の
風
景
、

風
土
に
つ
い
て
、
明
る
く
、
楽
し
い
、

元
気
な
絵
を
描
い
て
も
ら
え
る
よ
う
な

鈴木　朴草  氏（志賀町）

東　洋  氏（金沢市）

「巌門」 「春待つ福浦灯台」
村上　有輝  氏（金沢市）

テレビ金沢賞

南部　寛  氏（白山市）
「猪鼻崎の展望」

金沢美術工芸大学長賞

「雪の日の水門」

志賀町商工会長賞

桶谷　紫乃  氏（金沢市）
「波音」

受　　　賞　　　作　　　品
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富来商工会長賞

志賀町を描く美術館長賞

石川県漁業協同組合西海支所運営委員長賞

特　選

能登の里山・里海賞

大橋　由紀恵  氏（金沢市）

高柳　惟  氏（金沢市）

谷　和弘  氏（能登町）

美
術
展
を
開
催
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

12
月
９
日（
金
）か
ら
13
日（
火
）の
５

日
間
、
石
川
県
立
美
術
館
第
８
・
９
展

示
室
で
金
沢
展（
入
場
料
無
料
）が
開
催

さ
れ
ま
す
。
富
来
展
の
作
品
を
見
て
い

な
い
人
は
、
ぜ
ひ
金
沢
展
に
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。
志
賀
町
の
魅
力
に

つ
い
て
、
芸
術
を
と
お
し
て
堪
能
し
て

み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

志賀農業協同組合長賞

毛藤　東紀男  氏（金沢市）
「明日への想い」

「弁天島の朝」「海の祭（富来）」

「海を望む」
北村　栄修  氏（能美市）

土田　郁子  氏
（七尾市）

「長田見竹神社萬燈祭」

「小さな大きな岩」

新発見賞

ジュニア賞

浅井　忠夫  氏（七尾市）
「福浦の港」

須磨　伊佐男  氏（志賀町）
「のとキリシマ」

受　　　賞　　　作　　　品

　

今
回
掲
載
し
た
作
品
は
、
数

あ
る
受
賞
作
品
の
中
か
ら
一
部
を

選
ん
で
掲
載
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
す
ば
ら
し
い
作
品
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
賞
受
賞

表　

昌 

光  

氏　
（
か
ほ
く
市
）

　

第
21
回
に
出
品
し
た
作
品
か
ら
コ

ロ
柿
を
テ
ー
マ
に
描
き
は
じ
め
ま
し

た
。
コ
ロ
柿
の
色
使
い
や
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
表
情
、
前
掛
け
を
丁
寧
に

描
き
ま
し
た
。

　

15
回
以
上
出
品
し
て
や
っ
と
大
賞

を
頂
き
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
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▼ 

自
主
防
災
組
織
と
は

　

地
域
住
民
が
協
力
・
連
携
し
、
災
害
か
ら
「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
た
め
に
活
動
す
る
こ

と
を
目
的
に
結
成
す
る
組
織
の
こ
と
で
す
。
自
主
防
災

組
織
は
、
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
は
、
災
害
に

よ
る
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
、
住
民
が
連
携
を
取

り
、互
い
の
身
を
守
る
た
め
の
防
災
活
動
を
行
い
ま
す
。

▼ 

共
助
＝
自
主
防
災
組
織

　

災
害
時
の
「
自
助
・
公
助
・
共
助
」
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
「
自
助
」と
は
、自
分
の
身
は
自
分
で
守
る 

こ
と
。「
公

助
」
と
は
、
公
共
の
防
災
機
関
、
例
え
ば
消
防
、
警
察
、

自
衛
隊
に
よ
る
災
害
時
の
救
助
活
動
で
す
。「
共
助
」

と
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

災
害
時
、｢

公
助｣

は
住
民
の
た
め
に
全
力
で
行
わ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
公
助
だ
け
で
は
限

界
が
あ
り
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、「
自
助
」

と
い
う
、
一
人
だ
け
の
力
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、｢

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る｣

、
地
域
の
人
々
の
ま
と
ま
っ
た
力
に
よ

る
「
共
助
＝
自
主
防
災
組
織｣ 

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
こ
の｢

ま
と
ま
っ
た
力｣

は
、
た
だ
待
っ
て
い
る

だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
の
人
々
の
意
思

と
協
力
で
作
ら
れ
る
も
の
で
す
。

▼ 

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性

　

災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
行
政
機
関
や
防
災
機
関
が

全
力
で
防
災
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
が
、
建
物
な
ど
の

倒
壊
や
津
波
に
よ
る
災
害
な
ど
で
、
防
災
機
関
が
現
場

に
た
ど
り
着
く
ま
で
時
間
を
要
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
た
ど
り
着
け
な
い
と
い
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
防
災
機
関
が
現

場
に
到
着
し
活
動
す
る
ま
で
の
間
、
被
害
の
拡
大
を
防

ぎ
、
周
囲
の
人
の
力
を
結
集
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
個
人
や
家
族
の
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

自
主
防
災
組
織

特集
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防災知識の普及・啓発

地域の危険箇所や防災上の問
題点を確認・改善

情報の収集・伝達
「いつ・どこで・だれが・どうして・どのよ

うに」の要領で情報を収集し、伝達する。

初期消火 防災機関が到着するまでの間
に初期消火を行う。

避難所の管理・運営 避難所の運営・管理、食糧・
水の調達、炊き出し

地域内の安全点検

防災マップの作成・防災講習
会の開催など平常時

災害時

救出・救助 応急手当や心肺蘇生法などを
習得しておく。

防災訓練 初期消火訓練、避難誘導訓練、
救出・救護訓練など

避難誘導 タンカやリヤカーなどを備え
ておく。

自
主
防
災
組
織
の
活
動

（図１）

自主防災組織の
結成手順（例）

町内会や自治会単位など
で、自主防災組織の結成に
ついて話し合う。

町内会や自治会の総会で、
自主防災組織の結成案を議
題とし、討議・可決する。

規約、組織（役員や班体制）、
活動計画を作成する。

自主防災組織の設立届出を
する。（志賀町の場合は生活安
全課に提出）

自主防災組織の活動を開始
する。

危
険
な
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
隣
近
所
の
人
た
ち
が
互

い
に
協
力
し
合
い
、
防
災
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
す
。

▼ 

自
主
防
災
組
織
の
役
割

　

平
常
時
は
、
地
域
の
危
険
性
や
家
庭
内
で
の
安
全
点

検
お
よ
び
各
種
の
防
災
訓
練
を
通
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら

大
規
模
な
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
備
え
る
た
め
の
活

動
を
行
い
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
人
命
を
守
り
、
災
害

の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
必
要
な
活
動
を
行
い
ま
す
。
自
主

防
災
組
織
の
主
な
活
動
は
（
図
１
）
の
と
お
り
で
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
に
、
自
主
防
災
組
織
が
初
期
活
動
を
行
い
ま
す
。

▼ 

自
主
防
災
組
織
の
結
成

　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
理
的
条
件
、
生
活
環
境
な
ど

か
ら
見
て
、
地
域
と
し
て
一
体
性
を
有
す
る
大
き
さ
が

最
も
効
果
的
に
活
動
で
き
る
規
模
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
多
く
は
、
町
内
会

や
自
治
会
ご
と
に
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

志賀町が発行する
自主防災組織認定証

防災資機材などの備蓄
　自主防災組織が情報収集・伝達、初期消火、救出・救護、避難誘導、給食・給水などの役割を果たすためには、必要な資
機材などを備えておかなければなりません。

担架

スコップ

ブルーシート

ハンド型
メガホン

発電機

投光器

毛布

トランシーバー

かけや

バケツ

・救急セット　　・油圧ジャッキ
・リヤカー　　　・簡易式トイレ
・ヘルメット　　・消火器
・土のう袋　　　・小型動力ポンプ
・防塵マスク　　・シャベル
・ツルハシ　　　・ロープ
・バール　　　　・はしご
・大工道具（のこぎり、かなづちなど）
・なた　　　　　・ペンチ
・ロープ　　　　・チェーンソー
・ハンマー　　　・テント　
・炊事用具

その他

自主防災組織に必要とされる主な防災資機材の例

　上記はあくまでも一例ですので、地域の実情や組織の構成に合わせて、どのようなものを備えるかは検
討する必要があります。

コードリール
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「
防
災
士
」
と
い
う
資
格
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

防
災
士
と
は
、
平
常
時
に
お
い
て
は
地
域

の
防
災
意
識
の
啓
発
、
防
災
力
の
向
上
に
努

め
、
災
害
発
生
時
に
は
行
政
機
関
や
防
災
機

関
な
ど
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
被
害
拡
大

の
軽
減
や
被
災
者
支
援
の
活
動
に
お
い
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
行
う
人
で
す
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
日
本
防
災
士
機

構
」
の
認
定
す
る
民
間
資
格
で
、
平
成
15
年

に
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

志
賀
町
で
は
19
人
の
防
災
士
が
い
ま
す
。

（
平
成
23
年
11
月
17
日
現
在
）

　
「
防
災
士
」
資
格
取
得
の
流
れ

わたしたちのまちの「自主防災組織」

　

日
本
防
災
士
機
構
が
認
証
し
た
研
修

　

機
関
へ
申
し
込
み

◀

　

防
災
士
教
本
で
防
災
士
養
成
科
目
を

　

履
修
し
、
履
修
証
明
書
を
取
得

◀

　

防
災
士
資
格
取
得
試
験
の
受
験

◀

　

防
災
士
資
格
取
得
試
験
の
合
格

高浜６区長

升田　勝 さん
防災士（平成 22 年８月 23 日取得）

　防災士を取得し、自らがリーダーと　　　　なり活動している２人に、自主防災組織

の中での防災活動などについて追った。

志
賀
町
で
自
主
防
災
第
１
号
の
認
定

を
受
け
た
高
浜
６
区
防
災
会
。
発

足
の
き
っ
か
け
は
、
過
疎
化
と
高
齢
化
が

進
む
今
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

作
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
考

え
た
と
き
、
防
災
セ
ミ
ナ
ー
や
防
災
を

テ
ー
マ
と
し
た
県
政
出
前
講
座
を
区
民
数

十
人
で
受
講
し
、
防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
し
よ
う
と
考
え
、
高
浜
６
区
防

災
会
が
発
足
し
た
。

　

高
浜
６
区
防
災
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
防
災

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
６
月
に
行
っ
た

避
難
誘
導
訓
練
で
は
、
区
内
の
道
路
が
狭

い
た
め
、
地
震
発
生
時
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が

倒
壊
し
細
い
道
は
通
行
で
き
な
い
想
定
の

も
と
、
遠
回
り
で
も
安
全
な
道
を
選
ん
で

避
難
す
る
と
い
っ
た
訓
練
を
行
っ
た
。
ま

た
、
津
波
が
発
生
し
、
避
難
先
が
高
浜
小

学
校
（
海
抜
14
メ
ー
ト
ル
）
と
な
っ
た
場

合
を
想
定
し
、
升
田
さ
ん
自
身
が
歩
い
て

移
動
に
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
が
か
か
る
か

高浜６区防災会

千鳥ケ浜集会場に隣接する防災倉庫
内にはリヤカーが収納されている。

実
践
し
て
み
た
と
い
う
。し
か
し
、「
実
際
、

避
難
者
の
中
に
は
高
齢
者
も
い
る
こ
と
か

ら
時
間
は
ま
だ
ま
だ
か
か
る
だ
ろ
う
」
と

升
田
区
長
。「
今
後
は
、
高
齢
者
な
ど
の

避
難
手
段
に
つ
い
て
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
い
」
と
話
し
た
。

　

防
災
意
識
の
啓
蒙
活
動
で
は
、
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
区
民
の
安
否
や
救
出
、

避
難
所
運
営
な
ど
の
基
礎
資
料
と
す
る
た

め
４
月
に
家
族
状
況
調
査
を
行
っ
た
。
家

族
状
況
調
査
は
、
随
時
更
新
す
る
予
定
で

次
回
の
調
査
で
は
、
常
備
薬
を
服
用
し
て

い
る
か
ど
う
か
の
項
目
も
含
め
て
調
査
す

る
予
定
だ
。
常
備
薬
を
服
用
し
て
い
る
場

合
、
薬
局
か
ら
発
行
さ
れ
る
薬
の
内
容
が

記
載
さ
れ
て
い
る
紙
も
、
避
難
グ
ッ
ズ
と

一
緒
に
備
え
て
お
く
こ
と
を
周
知
す
る
予

定
だ
と
い
う
。

　

７
月
に
は
、
ホ
ー
ス
格
納
箱
を
２
個
増

設
。
そ
の
際
、
ホ
ー
ス
格
納
箱
の
横
に
防

災
箱
３
個
を
設
置
し
た
。
ホ
ー
ス
格
納
箱

に
は
消
火
器
が
配
備
さ
れ
、
防
災
箱
は

黄
色
に
塗
ら
れ
、
バ
ー
ル
・
ノ
コ
ギ
リ
・

ジ
ャ
ッ
キ
・
ロ
ー
プ
な
ど
が
入
っ
て
い
る
。

こ
の
防
災
箱
は
も
ち
ろ
ん
鍵
が
か
か
っ
て

い
な
い
が
、
簡
単
に
開
け
ら
れ
な
い
よ
う

に
し
て
あ
る
た
め
、
開
け
方
の
講
習
会
も

消
火
栓
連
結
操
作
講
習
と
同
時
に
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
高
浜
６
区
か
ら
避
難
所
ま

で
の
等
高
線
お
よ
び
消
火
栓
の
位
置
が
把

握
で
き
る
防
災
マ
ッ
プ
や
高
浜
６
区
地
区

内
除
雪
対
象
道
路
図
も
備
え
る
。

　

今
後
の
高
浜
６
区
防
災
会
と
し
て
の
活

防災士とは、「防災についての意識と知識と技能　　　のすべてが必要。防災について絶えず意識することによって知識や技能が養われる。」

　石川県では自主防災組織リーダー（防災士）育成講座を毎年開催　　　しています。
　自主防災組織の結成を予定している地区の区長または代表者の人　　　は生活安全課まで相談してください。（受講費は石川県と志賀町が負担）

動
予
定
は
、
要

援
護
者
マ
ッ
プ

の
作
成
、
減
災

の
啓
蒙
活
動
と

し
て
防
災
に
関

す
る
資
料
な
ど
を
随
時
作
成
し
各
世
帯

へ
配
布
す
る
。
ま
た
、
毎
月
第
一
日
曜

日
を
高
浜
６
区
の
「
防
災
の
日
」
と
し

て
、
消
火
設
備
な
ど
の
防
災
器
具
の
点

検
な
ど
を
実
施
し
た
い
と
の
こ
と
だ
。

　

区
民
に
対
し
て
防
災
意
識
の
向
上
、

独
自
の
防
災
手
段
で
防
災
活
動
を
行
っ

て
い
る
高
浜
６
区
自
主
防
災
会
。
升
田

区
長
は
「
今
後
は
、
町
内
に
も
自
主
防

災
組
織
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。
そ
し
て
、
自
主
防
災
組
織

同
士
で
発
表
会
を
行
い
お
互
い
の
防
災

活
動
に
つ
い
て
情
報
交
換
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
互
い
の
組
織
に
と
っ
て
プ
ラ

ス
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」と
話
し
た
。
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地区名 防災組織名 結成日

高浜６区 高浜６区防災会 平成22年11月３日

西海風戸 西海風戸自主防災組織 平成23年10月16日

鹿　　頭 鹿頭区自主防災隊 平成23年１月１日

笹　　波 笹波区自主防災隊 平成23年４月１日

志賀町の自主防災組織認定団体

（平成23年11月17日現在）

わたしたちのまちの「自主防災組織」

◀

　

消
防
署
な
ど
の
公
的
機
関
が
行
う
救
急

　

救
命
講
習
を
受
講
し
修
了
証
を
取
得

◀

　

日
本
防
災
士
機
構
に
対
し
て
防
災
士

　

資
格
認
証
登
録
申
請◀

　

防
災
士
資
格
認
証
登
録

　

(

認
証
状
・
防
災
士
証
の
交
付)

鹿頭区長　田中　瑞穂 さん

防災士（平成 22 年８月 23 日取得）

　防災士を取得し、自らがリーダーと　　　　なり活動している２人に、自主防災組織

の中での防災活動などについて追った。

鹿
頭
区
長
が
平
成
22
年
８
月
、
防
災

士
の
認
証
を
受
け
、
鹿
頭
区
に
お

け
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
が
加
速
さ
れ

た
。
も
と
も
と
鹿
頭
区
の
中
に
は
簡
易
に

構
成
さ
れ
た
防
災
組
織
が
存
在
し
て
い

た
。
し
か
し
、
今
ま
で
の
防
災
組
織
を
見

直
し
て
、
機
能
的
に
動
け
る
よ
う
な
体
制

を
作
る
た
め
、
町
か
ら
自
主
防
災
組
織
の

認
定
を
受
け
「
鹿
頭
区
自
主
防
災
隊
」
が

誕
生
し
た
。

　

発
足
式
は
平
成
23
年
３
月
12
日
。
東
北

か
ら
関
東
に
か
け
て
の
東
日
本
一
帯
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
発
生
の
翌
日
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
発
足
式
に
よ
っ
て
、
区
民
の
防
災

に
対
す
る
意
識
が
一
段
と
高
ま
っ
た
。

鹿頭区自主防災隊

　

自
主
防
災
組
織
結
成
後
は
、
心
肺
蘇
生

実
習
、
初
期
消
火
訓
練
を
行
っ
た
。

　

鹿
頭
区
自
主
防
災
隊
に
は
、
災
害
発
生

時
に
情
報
を
い
ち
早
く
収
集
し
区
長
な
ど

に
報
告
す
る
「
情
報
班
」、
火
災
発
生
時

に
初
期
消
火
活
動
を
行
う
「
消
火
班
」、

災
害
時
は
炊
き
出
し
を
行
い
、
平
常
時
は

備
蓄
の
啓
蒙
な
ど
を
す
る
「
給
食
給
水

班
」、
避
難
場
所
の
提
案
を
行
い
災
害
時

に
は
避
難
所
へ
の
誘
導
な
ど
を
行
う
「
避

難
誘
導
班
」、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害

者
な
ど
の
状
況
を
把
握
し
、
災
害
時
に
は

救
出
救
護
に
あ
た
る
「
救
出
救
護
班
」、

鹿
頭
区
に
は
８
つ
の
た
め
池
が
あ
り
そ
の

た
め
池
の
管
理
を
す
る
な
ど
の
「
水
防

班
」
の
６
つ
の
班
を
編
成
し
、
各
班
で
活

動
内
容
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て

い
る
。

　

約
１
３
０
世
帯
、
２
９
０
人
余
り

が
住
ん
で
い
る
鹿
頭
地
区
は
、
高
齢

化
率
が
高
く
高
齢
者
世
帯
が
多
い
。

そ
の
た
め
、
災
害
時
、
単
独
で
の
避

難
が
困
難
な
人
を
把
握
す
る
、「
援

護
者
名
簿
」
を
作
成
。
災
害
時
に
必

要
に
な
る
可
能
性
が
あ
る「
は
し
ご
、

バ
ー
ル
、
の
こ
ぎ
り
、
ハ
ン
マ
ー
な

ど
」
こ
れ
ら
の
資
機
材
が
調
達
で
き

な
い
場
合
、
組
織
が
世
帯
か
ら
借
り

上
げ
る
も
の
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て

お
く
、「
防
災
資
機
材
借
り
上
げ
名

簿
」
を
作
成
し
、
区
民
に
配
布
し
周

知
し
て
い
る
。
ま
た
、
た
め
池
決
壊

時
の
避
難
先
を
示
し
た
「
た
め
池
災

鹿頭区自主防災隊の防災倉庫
（西浦コミュニティセンター横）

ため池災害避難マップ

防災士とは、「防災についての意識と知識と技能　　　のすべてが必要。防災について絶えず意識することによって知識や技能が養われる。」

　石川県では自主防災組織リーダー（防災士）育成講座を毎年開催　　　しています。
　自主防災組織の結成を予定している地区の区長または代表者の人　　　は生活安全課まで相談してください。（受講費は石川県と志賀町が負担）

害
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
自
主
防
災
組
織
に
つ
い

て
、
田
中
区
長
は
「
も
ち
ろ
ん
、
平
常

時
の
防
災
に
関
す
る
訓
練
や
、
災
害
時

の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
も
必
要
だ
」

と
話
す
。
し
か
し
、
高
齢
化
が
進
み
高

齢
者
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
こ
の
地
域

に
つ
い
て
現
在
の
民
生
委
員
だ
け
の
対

応
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。「
民
生
委
員
が
、
高
齢
者
世

帯
な
ど
を
訪
問
し
現
況
の
確
認
を
行
っ

た
り
、
冬
季
に
は
家
の
前
の
除
雪
を

行
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
今
後
は
自
主

防
災
組
織
や
区
が
高
齢
化
に
対
応
す
る

た
め
協
力
し
合
う
体
制
の
確
立
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。」
と
共
助
に

向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
考

え
だ
と
い
う
。


